4.胆のうadenomyomatosisの1例(第550回千葉医学会例会・第11回佐藤外科例会) by 今園,修
〔千葉医学 51，143，.， 154，1976J 
〔学会〕 第 550巨l千葉医学会例会
第 1 回佐藤外科例 A
ム 一  
日時:昭和 年 月 日50 12 20 21， 
場所: 千葉大学医学部附属病院屋階大講堂 
1. 	 食道胃衝突癌の一治験例
円山正博(千大)
食道胃衝突癌の一治験例を報告する。 61才男， 主訴
は胸部痛と通過障害， レ線で Ei，Ea，Cにかけて壁の
不整と狭窄をみた。昭和 50年 4月 1日，食道癌の診断
で，根治手術施行。第 34病日全治退院。食道胃接合部
前壁の癌腫は A2の属平上皮癌で，相接する IIc様病
変は m の腺癌で， 組織学的に両者は衝突していた。肩
平上皮癌のリンパ節転移が， No. 110，1，2，3にみられ
た。食道胃重複癌， 教室例 17例と本邦例 104例を合せ
文献的考察を加えた。 
2. 	 Bochdαlekヘルニアの 1治験例
林良輔(千大)
症例 42才女性。胃潰蕩の疑いで近医にて胃内視鏡
検査を施行したところ，スコープ挿入直後より幅吐と上
腹部痛が出現した。胸部レ線にて，左胸腔内に腸管と思
われるガス像が見られ，外傷性横隔膜へJレニアの診断で
当科にて緊急手術施行。開腹時所見にて，胃・横行結腸・
大網および小腸の一部が胸腔内に脱出した左 Bochda1ek
ヘルニアと診断された。術後経過良好にて全治退院した
l治験例を，多少の文献的考察を付け加えて報告した。 
3. 高カロリー輸液による胃切除後縫合不全の一治験
例
小出義雄(千大)
症例は 26才男性。胃潰虜にて某医で胃切除術を受け，
術後縫合不全のため当科へ紹介された。左横隔膜下膿虜
ドレナー?と 71日間の高カロリ{輸液により全治退院
した。今日，消化管術後縫合不全の治療に不可欠の栄養
法となった高カロリー輸液と経腸栄養とについて，当科
における食道，胃手術後縫合不全例 155例を対象に比較
検討し，棲孔治癒率，治癒に要した期間ともに，高カロ
リー輸液が秀れている結果を得たので合わせ報告した。 
4. 	 胆のう αdenomyomatosisの 1.j?IJ 
今国修(千大)
症例は 57才女性， 2カ月前より右季肋部痛あり， 入
院時諸検査では異常なく，胆のう造影で底部に表面平滑
な小指頭大の腫癌陰影を認め，選fR的腹腔動脈造影では
悪性所見を認めず，胆のう良性腫虜と診断された。手術
時所見では胆のう底部に限局性腫療を触知したが，悪性
変化を認めず胆のう摘出術施行。胆のう内に結石なく，
底部より約 0.5cm肝床側に中央に Delleを有する1.8 
x1.5XO.5 cmの腫虜を認め，組織学的に adenomyo-
matosisであった。本症例は文献上調べ得た限り， 1960 
年鍬塚の報告以来本邦第 76例目である。 
5. 	 騨全摘の一治験例
入江氏康(千大)
症例:41才，男。主訴:上腹部痛， n匝吐， ター ル使。
昭和 50年 5月 16日，梓癌の診断で，梓全摘術施行。術
後， 1時間ごとの血糖値の測定で，インスリン投与量を
決定した。血糖値の日内変動は，早朝空腹時， 100 mg/ 
dl，夕食後， 400 mgfdl前後であった。 1311トリオレイ
ン脂肪吸収試験では， 消化酵素剤の使用で，消化吸収
は，改善された。術後 7ヵ月の現在， レンテインスリン 
14単位の使用で，経過良好である。 
6. 	 メコニウム・イレウスの 1 カ月生存例について
山崎義和(子大〕
症例は， 1カ月の男児， 生後 1日に幅吐・胎便排出
不全を主訴として来院j手術所見にてメコニウム-.イレ
ウスと診断し， ミクリッツ式の回腸痩を施行し，術後に
汗電解質測定，ゼラチンフイノレム試験，糞便中脂肪量低
下等によりメコニウム?ヰレウスと確診したら昭和 26
年に本邦第 l例が報告されて以来 19例を数えるが， そ
の大半は，イレウス・呼吸器合併症に主り死亡しj 6ヵ
月以上生存例は 3例にすぎない。ご
